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山ノ鼻 1号墳
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序
古来から大陸文化の窓口として新たなる文物を受容してきた↑専多湾周辺の地域には、数多く

の遺跡が点夜し、そこには交流を物語る遺跡、が残されています。

福岡市の西部にある狭長な今宿平野には、朝鮮半島との交渉史を解き明かすうえで重要な前

方後円墳が12恭もあります。これらの古境群は4世紀から 6世紀までの200年間に亘って造営

され続けたもので、博多湾に閣する王子宮fを支配した首長層の消長と古境II寺代の社会体制を解き
明かす一翼を却っています。

山の手立 1号墳は、今宿王子！野に所在する12基の前方後円境中でも初期に位霞づけられる全長50

mの前方後円墳です。墳丘は明治初年の「宮崎安貞」碑建立にi努して大きく改変され、土足葬主

体音IIは消失していますが、今宿平野における前方後円演の系譜を考えるうえでは極めて貴重な

古墳です。

福岡市教育委員会では、重要遺跡確認識査の一環として今宿平野における前方後円墳群の系

譜解明とその位置づけに取り組み、今宿大塚古墳・鋤IU奇古墳につづいて1989（平成元）年に山

ノ鼻 l号墳の調査を行ないました。その結果、削平された後内部からは銅鋭片が出土したほか

.!'f｛丘裾を巡る者；石を確認し、墳丘ーの形態と規模が判明しました。

本書は、この発掘調査成巣を収録したものです。本書が皆さんに広〈活用され、上里蔵文化財

に対するご理問。の一助になれば幸いです。

なお、発掘鵡交に当たってご指導・ご劫言をいただいた諸先生方を始め、多くの万々のご協

力をいただきました。殊に土地所有者の徳永英一氏ご夫妻には格別のご理解とご協力をいただ

きました。記して心から感謝の意を表する次第であります。

平成4一年 l月13臼

福岡市教育委員会

教脊長 子｜：口才，Jt故

…れし、 It Iiし”

1 .本会は、 1989ir-J交にrM潟市教育委J'i会が悩潟市f/1.j区大＇）汁 ti氷て。発-11:t!W，＇村正した山ノ i:,11号取の市／，jff.
記録である。

2.本書に使用した1:ii立はすべて磁北方位である。

3. ＊者を掲載したi立中Niの尖iWJは小林義彦とLlJ[I i):l.jが行なった0

4.遺物の終現実ii!IJと製閣は小林が行なった。

5. :;,jζ苦手にt&';,I＆した写真J立法特J・泣物ともに小林が蛾彬した。

6.巻末には、江本義男11訳；（昭和女子大学）に「鋭片の材質分析」、本III光子氏（福間rfj"#ll蔵文化財

センター）には「ベンガラの分析」についての五.fi，＼をff[＼，、た。

7.本報f去に係わるj直物・記録主ruまー折して思！政文化財センターに保信・している。
8.本舎の執筆・編集は小林が行なった。



1 

I .はじめに

発掘調査にいたるまで

山ノ9'i-1号境は、福岡市西端の今宿平野にある全長50mの前方後円墳で、福岡市西区大字徳

永字山ノハナ265-1に所在する。古墳は、高祖山から派生する抵丘陵の先端部に立地し、丘陵

端に前方部を配する 0 .l:J'.1J王は、前方部が長〈、くぴれ音flが紛I＜締まる境形をなしていることか

ら同丘陵上に南接する若八幡宮古境とともにさi式の前方後円墳として注自されていた。しかし

ながら、後円音［Iは明治初年に建立された「宮崎安点J碑によって時JJ平され、墳丘上は'l'.111地や果

樹園として開愁されているためにデータは一切なく詳細はほとんど知られていなかった。

福間市西立；／，）にある狭長な今宿王子lli｝には 山ノt¥¥1号境をはじめとして121去の前方後円演があ

り、これら前方後円墳群の発生と系譜の解明及びその罷史的位置づけが求められていた。山ノ

1,;,¥ 1号墳は、その基礎的データ収集のため重要遺跡確認調査の－rrとして調査を実施した。こ
の今1lli古境群における重要遺跡確認調査は、今宿大塚古墳、銀／Ji!時古境に続くものであり、ほか

には若八幡宮古墳と丸限山古墳が調資されている。

発仮調査は、年u王の規模や締法および内部主体等の基礎データ収集を目的とし、境丘め各音JI
にトレンチを設定して笑施した。調査の結果は、本書にその概要を示したが、とくに墳形につ

いての新知見は今宿平野における前方後円境の発生と展開を考える上で武重な事例となろう。

なお発J恥謝交にあたっては、上高丘上に営まれた泉佐！図や作付けされた畑地へのトレンチ設定

が必婆となった。そのために作物の抜棋を余儀なくされたが、地権者の｛忠永英一氏に心よくお

許しいただいた。また、調査中にも色々な而でご理Wfoとご協力を得た。ここに記して感郊の意

を表します。

発:tlit！調査の京区織

調査主体

言~]IE総括

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会既成文化財謀

庶務担当 初P沢一男（第 2係長） 11をお窓維（第 1係長）

調交初当i 小林義彦

誠司宏事illll)J 山仁i j前

松延好文 中山昭HIJ

調資・務理作業 ！る凶 晃（九州大学）字問倫明大iMl良治子岡降明 久保喜代子ー

J反問美佐子ー f/:h悶消否 問中聖子路木竜if; こ仁重L：崎孝子 中村裕和

馬場イツ子総長幸子物iウメ子松本藤子 木村泳嗣

なお、発-thl！調1t と慾理事f！告にあたっては、 i湾村秀-!ii~ （九州大学）、柳沢一男（宮崎大学）、 11J

111奇｛：，~~、大庭康H寺の諸先生・先輩方から武重な指導・助言を！！易わった。
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I. 山ノ鋒 1号壌 2. 山ノ勢2号綴 3.若八幡宮古墳 4.下後古渡
5. 丸隈山古墳 6.飯氏二塚古墳 7.綴氏C14号墳 8.女原C14号墳
9.今宿大塚古壊 10鴨谷上Bl号墳 11.本村AI号境 12.鋤崎古墳
13.飯氏（兜塚）古墳

Fig. ｜．局辺透跡分布図（ 1/25,000) 
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II. 立地と歴史的環境

山の＆•，＼ 1号地のある今宿平野は、福岡市の西端、玄界浅！lに刻して聞けた糸島平野の東北蹴に

位置する。この今宿平釘Fは、北を今iW湾にf/Jiしてのびる海岸砂丘に、南を高・lll山山塊によって

画される東西長 3km、南北111r,¥1 km位の11H乏な小平野て、ある。また、京は u~十／？：；·から長霊山とつづ

く小山塊によって早良平野と遮られ、~ーは糸島平野にむかつて開 l二！する。平野の東部には、南

側山から流れ出た小河川が小さな扇状地を造り /JIし、問者IiにJ土砂丘後背地のラグーンが拡がっ

ている。

今宿平野のl!-認する糸j誌3Fillf’は、 llli!ilJ下の’治二Ull比志摩：＇／ ti;iJ通らなり、かつては北へ突出した半

j誌の;J，与音Iiに糸出水道が東西にn流していた。平野は、後背に連なる背桜山系からiJ民生したJi下変
鮮によって幾つかの小地域（小平野）に在日lされ、長良川j・＇i'l'i山JIJ・瑞仰寺JIJ等の河川が北流し

て玄if手法！lに流れ込んでいる。

この糸 ！！.~ λJLIBJ’には、 42：！去の前方後円坑があり、それぞれの河川流域ごとに一昨をなしている。

つまり、（1）：糸出平野jJJ,j]'¥'JIの長野JII 流域に分布する－n山銚子塚古坑等の…i伴、（2）：瑞縦二子JIJ
• 'liLIJ JIJ 流域のIFl 1:)1 :/'HI国のIト心域に分：；｛ifする立／M山，＋iJ:ft等の－ttc下、（3）：河原JIJ }l:U（，の今宿平野に
分布する丸限11111山’t等の－＇／伴、（4）：糸島半島I持者IIの泉川流域に分布する僻道具山t:"1.l'J'tt~，の…1/l

の4鮮にクルーピングできるが、全長 103mの.i'l"LlJ銚二f塚や85mの丸限lU市岐を除いては総

じて小規院なものがほとんどである。

Wt穴式行実？

Wi穴式石室
も／，il/f;Jjfijl日i王女Jj；〔 ｛鷺火式刻家？

係｜吋f!ij)lj［ま今1i・, 。償穴式布袋？
Mil尚ilTllLi区：ノtli,1 Wi穴式TiヰJ

払¥111,JiIi RY lK Wイ、 十；4穴式干j'.j:{

品¥I対日ij)ljl3：今1i＇，汀｜！？！；主端 j 62 

伝i附市ilLil玄ffeJj氏 j段.It:上1 31 

Fig. 2.今宿平野の前方後円壌ー箆



4 

これらの前方後円墳群は 4世紀前半～後半にかけて各群ごとに造営が開始されるが、その

展開や消長は各流域によって異なる。今宿平野の古墳群が6世紀後半代まで首長墓として系譜

的に継続するのに対し、泉川流域に分布する一群は 5世記：己中葉頃に途絶してしまい政治的、経

済的社会基盤の)l危弱性を窮わせる。

この中で山ノ鼻H子墳のある今宿王子聖子には、本墳をはじめとして12i!去の前方後円墳が高祖山

から派生する丘i凌上や段丘上に立地し、その後背する高祖山北麓には300基以上の小円墳が群

集している。この12悲の前方後円墳は、墳丘規模等から山ノ針－ 1 号墳、 2号境、若八幡宮古墳、

下谷古墳、丸地山古段、飯氏二塚古噴（子拾塚）、今街大；塚古墳、剣Iilltj l"i .l'J'｛等の－ftfと飯氏B14 
号墳、女原、C14号墳（小松原古墳）、谷上B1号墳、本村AI号墳等の一群とに分けられる。前

者の 8i!去は、丸限山古墳の85mを最大として噴長が50mを越えるもので、丘陵上に独立的に造

営されるものである。埋葬主体も若八1J！［｝宮古庁iは木市if底葬であり、議VJJIJt.f古境や丸限山古.tJttは導

入期の横穴式石室である。また、副葬遺物も銅鋭やミEJ!tfの装飾品をはじめ授矧紋1J',:綴J¥i.'I＇、鉄

剣、欽鍬等の武具ーや欽斧、刀子等の工具類とかi皮にわたり、宜主iともに豊富である。これに対

して後者の4基は、境：長が30m未満のノl、引の前方後円J:]'tで、 i作集境i:jJにiJ:Ur：して立地する。だll

葬主体は闘争11!1杉横穴式石室で、 6iを紀後半代以降に造営されたものである。このように両者の

開には隔世の差異が認められる。つまり、 i記者の大塑台.tftは、今宿乎別Pにおける1V.1_主的な同一

系譜上の首長墓として、後者の小型台.tJttは後期にいたって急速に勃興ーする群集成中での問主！百

として位置づけられる。

、古与tu寺代の集落遺跡、としては、大塚遺跡や女原遺跡等がある。いずれも 6～7世紀の

集落祉で、 20～40棟の緊穴住居士ti；と孤立柱建物：！：ti：群からなり、谷の入りこんだ丘陵の緩斜面j二

に立地する。

同H寺にがlj：岸部で、は製塩、山麓吉JSでは；J'.i恵器と鉄の生産が行なわれている。

勝製石斧の生産工房土止として著名な今山遺跡下の海岸11少£i：では布穏fjj：行支ll の製:J:X~土器が多数

出土している。製足証炉土ti：は未検出ながらも:J:1［生産の証左となるものである。

高祖山北麓には、須恵器窯:J:J]：の新J;r-J祭主i：がある。窯祉の規模や生産の継続期間1等は確定しえ

ていないが、生産開始期は第I担式11切に遡ることが明らかにされている。また、この山麓一部

の谷間には20ケ所にのほ、る鉄棒の散布地が確認されており注目される。今宿平野を含む玄iilJ液ft

一帯は、良質な砂鉄を産する花陪i岩地部：であり、その砂鉄を索とした鉄生産が行なわれたもの

であろう。その開始は 6世紀後半代と推定される。山麓に分布する1「｛

i欲した古墳もあり、工人集屈との関わりを示唆するものであろう。

このような活発な生産活動は、平!j!'f'に展開する古墳群の生成主主盤を支えた証左例となるもの

であろう。
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Fig, 4. 山の鋒 i号壌壌丘実測図（ I /300) 



III.墳丘

山ノ鼻 1号墳は、標高416mの高祖山から北へむかつて八ツ手状にのぴる丘陵尾根の先端部

に立地する。古墳は、丘段の高まりを利用して前方部を丘陵端に配し、後円部を南側の丘陵後

背に向けて築造された前方後円墳である。向丘陵の尾担筋には、若八i播宮古墳と下谷古墳の2

基の前方後円墳がある。また、若八幡宮古墳から又状に分岐した低段丘上には山ノ奥 2.！）子墳が

谷を隔てて西に並置している。

7 

墳丘は、全体に開墾による改変が著しい。後円部は、明治の初めに建立された「宮崎安貞」

の顕彰碑によって墳頂部が大きく削りとられ、背面には石碑に通ずる階段が掘り込まれている。

また東側は、大戦中の高射砲陣地構築で削平されている。そのため後円部の現況は、南北llm、

東西6m、高さ40～80cm程の商側残丘を留めるにすぎず、；墳頂は少なくとも 2m程が削平され

ていよう。前方部から後内部の西側縁は、畑地や果樹園として可耕されてなだらかな緩傾斜を

なしている。東側縁は、 Jil凌傾斜面でくびれ部が良好に観察されたが、それは高射砲陣地構築

の排地と開墾によるニヒ留めが墳丘に沿ってなされた結果であった。また、前方部前縁は後内部

端から約30mの傾斜面が考えられた。このよつな封土の流失や人的堆積による改変で段築の有

無や墳丘裾線の線認は測量時にはできず、ただ前方部が長く、開きの緩い前方後円墳があろう

ことだけが想定された。

墳丘規模は、前方部東側をNo.Iと．して東廻りにNo.13まで墳丘各部にトレンチを設定して硲認

した。しかし、前方部東側は諸般の制約から十分な確認はできなかった。

Fig. 5.山ノ勢｜号墳全景（南から）
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H. 19.0m 

仁三三
アト
1
1
ι
L 二ヨ亙二泊 y

==1Lて直三重コ
Fig. 7. 1-b・Cトレンチ実測図（1/100) 

1 ) .前方部

1トレンチ（Fig. 7・8) 

前方音IIの東寄りに位置して設定し、北より

1 a、lb、1 C トレンチとした。 1C トレン

チは商学が平坦で、中央部から北は緩傾斜し

て立ち上がり潜状をなす。この議中には挙大

～小児頭大の円喋が混入していた。 1 bトレ

ンチでは、中央官IIで主f:石碁石列を検出した。
寝袋ぷ寵欝を童謡悲授議議弘ヤ論議設鯵主建議援護第考綴譜滋緩殺繁~l持発欝説家主誉会主議議説趨鐘盤標顎デモ

法石には大ぷりの花！議岩を横位に据．え その Fig. 8. 1むトレンチ官官方昔日前商葱石（東から）

上に挙大の転石を詳いている。さ走石から北は

約lmの王子短蘭があり、 20cmほどの段を造っ

て 1a トレンチへ緩傾斜して続く。これらの

ことから 1bトレンチの蒜石J左右列を I段斜

商高i：石器石、 lb～cトレンチへ統〈平坦面-t
をI段テラス部とし、 1 C トレンチの構はII二；

段斜聞として捉えられよう。基底面のレヴェ ， 一一←ーァtr--一「3 o¥ ・・.. ~\ 

ルは I段目が17.Sm、II段目が18.7mを測る。ι一一ム三LJs 
2卜レンチ（Fig. 9) 

前方部東斜面の北寄りに位遣して東西に設

定した。東側〈びれ部から推定される墳丘裾線は防風用の杉と資財場の下になり、］~石等は検

3m 

Fig. 9. 2トレンチ実測霞（ 1/100) 

出できなかった。地山は緩やかな平短簡を造った後に傾斜し、エド；陵商には墳丘斜面を葺いたと

忠われる転石が散乱していた。

3トレンチ（Fig. 10) 

前方部東側斜面のはほ中央部に東西方的jに設定した。 2トレンチ同様に予想、される墳丘裾線
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は資財場の下にあたり

葺石等は検出できなか

った。地山は開懇によ

る改変で、緩やかな階

段状をなす。

11トレンチ（Fig.11)

前方部閉側斜面の北

に位置して設定した。

開墾による削平が若し

H. 18.Sm 

Fig, 10. 3トレンチ実測凶（ 1/100) 

,_.c. H • 19 • 0 m 

可二三三芦窒

Fig, 11. I 1トレンチ実現。図（I/I 00) 

く、耕作太は1等い盛ゴ二を残して地山に至る。地山は卜 H. 18.8m 

レンチ中央部で小さな段を造り、東側は乎垣になる。

改変されているが、この段がI段目斜閣の地山格形痕

で、平垣而がI段テラス而であろう。

12トレンチ（Fig. 12) 

前方部前縁の lbトレンチの西側に設定した。 11ト

レンチに同じく削平による改変が者：しいが トレンチ Fig, 12. 12トレンチ実測函（1/100) 

中央部でI段斜面の地山監形痕と思われる緩斜面を検

出した。これと lbトレンチの耳石基石例を結ぶ線と10・11トレンチの地LLJ怒形而を結んだ延

長線の交点が自立方音IIの間｜出角にさ当るが、作付け中のためトレンチの設定はできなかった。

2 ) . 〈ぴれ音［I

東側〈ぴれ音II

4トレンチ（Fig. 13・14)

前方部東斜留の後円部寄りに設定した。調主主前の東側くぴれ部は、墳）杉を最もよく残してい

たが、それは開削時の排土が墳丘にそって蟻られたためであることが判明した。トレンチの西

端で横位に招えられた大ぶりの円離を検出した。業｝；石の碁石であろうが、主f石上は杉間をぬけ

た農道下にあたりこれ以上の雄認はできなかった。基底面のレウ、エルは18.7mを測る。主主石下

は緩やかに下るフラット面が3mほど続いた後に段を造る。 I段葺石列を：減せた墳丘基底面の

地山整形面であろう。

13トレンチ（Fig. 13・15)

4・5トレンチの葺石基石から復原して設定したが、農道下にあたるために1.8×2.5mの小

トレンチとなった。現地表下 lmでI段自の£1；石を検出した。主下石は、基石に40～60cm大の大

ぶりのlf虫石を横イ立に据え、その上に一昭り小さめの石をほぼ証二直に 2～ 3段積み上げている。
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:ltl；石例の高さは50cmほどで、その上端は I段テラス聞となろう。茸石碁石列は、まず初めに後円

部方向から弧を描きながら椴み連ね、その後にその端部から前方部の葺石列を直線的に繋げて

いる。蒸底部のレウ。エ／レは18.8mをiJ!iJる。

＼＼ 
＼＼  
＼＼  

可 ¥ ~ 
I ¥ 

L 1 
• • V < ,- " 

4トレンチ

。

品
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土
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2
2
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土

結
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土
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土

土

色

色

色

色
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色
い
色
色
色
急
色
色
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間
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楠
偶
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ン
機
ぷ
裕
赤
赤
矯
褐
繍
赤
赤
赤
赤
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赤
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赤
灰
灰
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i
2
3
4
5
6
7
8
9
悶
汁
ぽ

手宅全
叩叩一’～～ーー－ .-

＼～一一一己

13トレンチ土緩ん例
I.羽赤褐色土
2.赤綴色土
3.明赤繍色土
4.明赤褐色土
5.明赤捲色土
6.羽赤祷主主土
7.明赤褐色土

4トレンチ土産翌九例
I 客土産雪 印明議色粘土
2.表土縁 19.赤褐色土
3.明繕色結土 20.赤褐色土
4. 赤俗~土 21. 稽赤褐色土
5.赤鴇色土 22.明緩急土
6 宅月赤裕~土 23.赤綴色土
7.赤掲色粘土 24. 明赤偶急土
8.赤機包粘土 25.赤褐色土
9. 明赤機~土 26.明赤鵠色土
10. 赤鴻色粘土 27.明赤褐色土
II. 赤禍穂粘土
12.赤掲色土
13.赤機色土
14. 明赤綴色土
15. 赤褐~土
16. 器官赤禍官主土
17.震音赤線色土

Fig. 13.東側くびれ部トレンチ実測図（ I/I00) 
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5トレンチ（Fig.13・16)

後円部東側のくびれ部に接して

設定した。トレンチ西端でI段自

主｝：石を検l治した。五石は、 30～60

cm大の大ぶりの花関岩を横位にtffi

え、その上に10～20cmあまりの転

石を貼りつけている。墳丘基底面

のレウ、、エルは18.4mを測る。法石

事lj下は約3mほど統いて段を造る

墳丘基底面の地山整形が加えられ

ている。トレンチ上層には高対砲

陣地構築II寺に削乎された明赤褐色

粘土層が厚くよ依存iしていた。また、

この中からは石室の石材として用

いたであろう赤色顔料の塗布され

た稲平割石が出土している。

国iH！くぴれ部

9トレンチ（Fig.17・18・21)

農道下と桃の樹j詰］に 3×3mの

ノトトレンチを設定して西miのくび

Fig. 14. 4トレンチ全景（北から）

れ部を検出した。詳石法石には其 Fig. 15. 東侭IJくびれ部（ 13トレンチ）饗石碁石検出状況（蒸から）

々のトレンチで観られた如くに大

ぶりの花商岩城を横f立に据えるが、

その 1::.1立は詰ij)J部と後丹音IIでは多

少の差異が認められた。前方音［11fllJ

は、法石とほほ河大の転石を基石

上に 2～ 3段横位に干i'tみ上げてい

る。これに対して後円部は、基石

上に同大と小ぶりの転石を混同し

でも！｛み上げている。一方、後円部

と前方部の接点は東側のそれとは

異なり、大きめの花崩岩塊を縦に Fig. 16. 5トレンチ務石検出状況（北から）



して据えその両端から~石列がのびている。

墳丘は、地山削り出しによって整形され、

石は基石上に 3～4段を垂直に積み上げた後

に小ぷりの転石を地山間に沿って貼りつけた

ものと忠、われる。葺石基底面のレウ、、エルは18

.SmをllliJる。

10トレンチ（Fig.17・19・21)

前方音II西斜阪の西側〈びれ部に接して設定

した。トレンチの東端には I段テラス泌があ W
I）、中央部では地出削り出しによる I段;y.,j-而

の怒形、肢が検出されたが、開削による消失が

しい。茸石は消失していたが、主主石上を

いたであろう 10～ 20cmあまりの転石が斜面上；

に点在していた。西側くぴれ音IIから本トレン

チをi泊して11トレンチのI也山ttJf)ffijはほほ、i直

線的に繋がる。

13 

！
コ
ロ
ち

trkw℃＼ 

。

3m 

F 1g. 

10トレンチ土産運凡例

I.耕作土
2.赤檎色
3 明赤褐色土
4.赤鰯色土
5.赤矯色土
6 君事掲g,_土
7.紡赤綴色土
8.赤議色土
9 赤綴色土
10.赤干高色土

17.西側くびれ部実測図（1/100) 

H. 19.6m 

措 O出喝誌名目！戸ヱご守主守一

ー植民－4 ' 

18.西侭IJくびれ部（ 9卜レンチ）葱石（北西から） Fig. 19. 10トレンチ南壁土j議（北から）



Fig. 21. 西側〈びれ部（ 9・10卜レンチ）全景



3 ）.後阿部

6トレンチ（Fig. 22・23) 

後円部東斜面のほぽ中央に設定した。トレンチの

西側て世；石を検出した。ヨヰ：石は、大ぶりの花儲岩塊

を横｛立に据えて基石とし、その上にやや小ぷりの転

石を 5～ 7段積み上げている。基石から上位3段は

基おと垂直に、その上は地山に沿って積み足してい

る。 11:石全体の傾斜は 45° 、墳丘基底面のレウpエル

は17.SmをifliJる。この I段自主主石は、地山削り出し

による斜部」二に築かれ、その上端には緩傾斜面が統

H. 20.0m 

くが、 7・8トレンチ例からすればこの当たりまでが 0 3m YI 
I段斜面と考えられる。また、主1；石基石列下には削

り出しによる墳丘基底部が2mほど続いてい

ド1g, 22. 6卜レンチ実測凶（1/100)

る。このまき底面上に流一欠した主f石に混じって

供献したと推定される山陰系の鼓i空器台片が

出土した。

7トレンチ（Fig, 24～26) 

後間部の南斜面、つまり後円部の後背簡に

設定した。五石はそのほとんどが崩落し、墳

丘裾線で、の主i：石基石は検出できなかった。 I

段自の:i¥'1-聞は震直高1.2m、：長さは 2mあり、

外のトレンチ例を庄する。後背からの外観を

識したものであろうか。 I段斜面tには緩傾

自 3m 

由民
円。ド ρ
S!.' Of .;.: d>: ,- N __.- .--

一一~

Fig, 23. 6トレンチ奪石検出状況（東から）

H 20.0m 

守きと

Fig, 24. 7トレンチ実；！!IJ図（1/100)

15 
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Fig. 25. 7トレンチ全景奪石（荷から） Fig. 26. 7卜レンチ壌裾土層断菌（南西から）

斜した長めのI段テラス部がつ

き、その北端には低いII段斜面

とII段テラス聞が続く。また、

墳裾は削り出しによる地山~Jf;

がなされ、基底閣のレウーェルは

17.Smを測る。 lmほどの潰j王

基底面の外側には、外のトレン

チでは観られなかった幅1.4m、

深さ20～30cmの溶か‘巡る。

8トレンチ（Fig. 27・28)

後円部西斜面のほぼ中央部に設定した。トレ

ンチの西側で墳丘基底面と主年石を検出した。 I

H. 20.0m 

一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一180一一
3m 

官。 川町九州～
f
A ~{ •• 

Fig. 27. 8トレンチ実演lj国（ 1/100)

＼ 

段目の±1~石は、 40～50cmの大ぶりの花筒岩塊を

基石として、その上に小ぶりの転石を葺いて

るが流失が著しい。基底閣のレウ。エルは18.6m

で、 6・7トレンチに絞べるとやや高く、簡に

緩傾斜する原地形に起因すると思われる。この

I段斜面上には短い I段テラス面がある。また、

その東端には垂直高50cm、傾斜角 30。の緩いII

段自斜面と II段目テラス聞が続くが、開墾によ
Fig. 28. 8トレンチ慈石（西から）

る削王子が加わっているものと思われる。墳丘は地LIJ朗り出しによって務形している。
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／ 

0 5cm 

I . 「一一←」
Fig. 29.後内部出土鏡片（2/3)

8~ 
2 

Y
H
U＼
＼
）
／
 

'~ 1 ___ c::::'l; 
日 /Qcm 

4 ）.出土遺物

鏡片（Fig. 29) 

1は墳頭部の撹乱ゴニ層中より出土し

た小片である。大きさは 2×3cmで、

厚さは櫛首注文荷部で2.lm問、画像文部てい

3.6mmをiWJり、面径は17cm前後に復原て、

きょう。内縁には獣形状の高まりがあ

り、その外縁は組！い輪郭線でカミたどっ

ている。この文様帯の外側にはi幅約 8

酬のrJW~ で関ま~j：が巡り、その中には小さな盛り上がりが観

られる。 i;1r化が著しく半IJ然としないが、銘，Mfの可能性もな

くはない。更に、この圏線の外側には栴）］お文を巡らしてい

る。画像文を獣文とみなすならば、獣文の表現は薄い肉彫

り式になったもので、本鏡片は土！土肉mJ~t秋帯鈍の可能性が考

えられる。本鋭の類例としては、京都府の寺戸大塚古演と

大阪府の万年山吉噴出ニi二の半肉！形獣帯鋭が挙げられよう。

土師器（Fig. 30・31)

2は、 6トレンチから出：fこした小限の鼓明器合で、底径

は14.0cmをj[!IJる。！日qi音IIは短〈ラッパ状に外反して開き、国

lttl部下に三角{1γ出＝状のややシャープな段を有する。器受背IS

は！防音IIに対称する形状をなし、口径は底径よりやや大きく
Fig. 30. 6・7トレンチ出土土器実潰lj罰（1/3) 

なろう。調1¥tは、外而が検ナデとナデ、内聞は/lili胸部がナ

デ、脚部がへラケズリである。 IJf;±は多量のキHI～小

砂粒のほかに雲母微細とi｝＇｝裕色約：を含む．焼成は良

好で、色識はfl月赤褐色を皇する。3は、 7トレンチか

ら出土した小型丸底査の口f：試合1sg－で口径は12.0cmを

jl{IJる。日放はtii.くi在日ぎみに11H＜。胎土は精良で、

焼成は良好である。色調は明赤褐色を皇する。 4は、

7トレンチ出土の底部て、、小限遊であろう。成筏は6.

8cmをiHIJる。 IJ合土は精良で、若千量の石英砂を含む。

焼成は良好で、色識は浅紫色を呈する。

2 

Fig. 31. 6トレンチ出土土器
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N.埋葬施設

後円部の墳丘は、明治時代初め

に建立された「宮崎安貞」碑と高

射砲陣地の構築に際してそのほと

んどが失われ、今は西半の残丘を

留めているにすぎない。埋葬主体

は、この石碑の建立時に消失し、

今となってはそれを確認する術は

ない。しかしながら、東側の5・

6トレンチからは、小口部等に赤

色顔料の塗布された扇平な割石材

が掻き出された封土に混じって出

土している。このことは、本墳の

埋葬施設が竪穴石室系の構造を有

したであろうことの消極的な証左

となりえよう。

また、墳頂部のほほ中央部には、

墳丘軸線にほぼ沿って 2枚の立石
Fig. 32.後円部遺構実；J!ij図 （1/80)

Fig. 33.後円部墳丘下全景（南から）

恥
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状遺構（ S X-01）がみられた。立石は石室材と同じ蔚平な割石で、旧表ニ仁上からt照り込まれ

ている。この！日表土下の遺構は、弥生時代中期初めの土埼暮のみであることからすれば、この立

石は古墳の築造時に構築されたものと考えられる。とすれば、この立石の有する機能とは如何

様なものであろうか。土域墓上の堆積土には撹乱がなく、しかも床面上からは石室の碁石面ど

ころか掘方すら検出されておらず、椋障の一部とは考えがたい。しからば短絡的ながら、石室

の構築に際して何らかの祭把的意味を込めて、その床簡下に捜設されたものと考えられよう。

その祭杷は必然的に葬送儀礼に伴うものであるが、いずれにしても石室下に埋設された遺構例

は少なく、詳細な検討が必要で、ある。

S X -01 (Fig, 34・35)

後円部のほほ中央部にあり、主車ill方位をN

8 ° -Eにとる。立石には35×40cm余、厚

さ3～ 5cmの扇王子な害I］石を 5～ 70 内傾させ

て掘込み、石棺墓の小口状をなす。級料開は

1.9mをi!llJり、天端の比高差は 8cm程南側が

低い。この南側の立石材には赤色顔料が塗布

されていた。また、この立石のすぐ南にはベ

ンガラの混入した灰寅褐色粘土塊があった。

~@ 
~ 

日
U
N
U

H. 20.9m 

」二一 店
主

。 2m 

Fig. 34. S X -01実測図（ 1/40)

Fig. 35.後内部墳丘下立石（西から）
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V.その外の遺構

後円部墳鼠下の調査では、

古墳の石室構築に関わると

思われる立石状遺構の外に

2基の土域墓を検出した。

土域墓は、長方形プランを

呈するこ段掘り構造のもの

で、いずれも木椋墓であっ

た可能性が考えられる。土

域慕の棺内及び墓域上には

供献土器等の造物がなくそ

の時期は明らかにしがたい。

しかしなカfら、 SR-01の

すぐ東から弥生H寺代中期j初

めの高体片が出土しており、

ここにその年代を求めるこ

とができょう。調査範罰が、

2×4mのトレンチ状のた

めに確認した土機事は2基

であるが、間辺のE塁線筋に

は弥生時代中期初頭を前後

する時期の墳墓群が展開し

ている可能性が考えられる。

SR -01 (Fig. 36・37)

後円部の南寄り、墳｝頁下

の立石状遺構SX-01のす

ぐ西に位置する。墓域は

~ill!方位：を N-48.5° -Eに

とり、二段掘りの構造をな

す。まず初めに長車il!210cm、

短車Ill139cmの一段自の墓峨

。

Im 

SR-01 

SR-02 判

H. 20.8m 

Fig. 36. S R -0 I・02実;l!IJ図（ I/ 40) 
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85cm、深さは50～55cmをil!IJる。

域底は中央部が浅く窪み、緩

傾斜して立ち上がる壁面は浅

い舟底状の断面7fヨをなす。小

口部の側壁際には板材を:j:Iflし

込んだような痕跡があり、 i吉

本体に組合式の木f官を用いた

可能性が考えられる。造物は

出土していない。

Fig. 37. S R -01 （高から）

Fig. 38. S R -02 （北から）
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VI.おわりに

山ノ鼻 l号境の墳丘調査は、可制されている畑地や果樹の間｜療を縫って必要最小恨の範閉で

実施した。従って得られた情報では古噴全体を理解するのに不十分な点が少なくない。殊に、

後円音rs墳丘の開削による埋葬主体部の消失は致命的な損失であった。ここでは明らかになった

情報の範囲で復原を試み、今後に備えたい。

省墳は、下谷古墳と若八幡宮古墳を載せた舌状丘陵の尾根端に位置する。境丘は尾根上の高

まりに後円部を配し、その背面の尾根筋を切断することによって境丘の滅容を高めている。

墳丘は、 1段恭底面を地山自IJり出しによって怒形し 前方部は 2段、後円部は 3段に築成さ

れていよう。主耳石は I段斜面全体に見られる。しかし、 II段斜面の器部にあたる 1-bトレン

チの構内にも石材の転落があることから、主l石は墳丘の各段斜而に lit~ I）巡らされていたろう。

:1車輸はない。 I段自の主主底出レウ、エルは、前方音IS前総と後円部が17.8～18.2mにあるのに対し、

くびれ部は18.Smと高くなり境丘恭底聞は中央部が山形に競り上がるilllJWii鋭をなす。また、後

円部の横断面は西側主主！ま直iが40cmほど高い。これは丘陵の東が険しく、聞が緩やかであること

による立地上のffli］約によるものであろう。

墳丘規模は、前方音fl東縁のll民角が不詳ながらも全長50m、後円音II径22～23m、前方部長28.5

m、前方部ipfi¥17m、〈びれ部ip]il8.5mに復原できる。ただし、くびれ部は東西で若干のずれが

あり、くびれ部角から起算した前方部｜ザ~l角までの長さは、東側が28.5m 、西if!IJ が30.5mlこなる。

そのために後向者IIも正何ではなく、南北に圧縮された形状で怖l敬はやや歪んでいる。

境丘：(Jo：闘については詳報しえないが後円音118[R画に対してが1J}i部長は10区閥、前方部i阪は 6

区画で企画され、前方部の狭長な境形を示す。これは定形化した前方後円療の前方部長が5～

8区踊で納まるのに比べて特異な築造企画を有するもので、間企画比を示す奈良県の東殿塚古

墳にその類型！をオどめることができる。

次に、古墳の築造年代についてはtlll葬主体部が消失した上に埴輪等もなく枯極的な遺物に乏

しい。銅鋭は、半肉J,\J~ji決Hf鈍とすれば後j英初頭の叙j迭になるが、伝i:l:l白戸し和紙的な証1i：とはなら

ない。とすれば、 6トレンチ出土の山陰系の鼓担器台に依拠せざるをえない。この鼓1¥'i器台は、

屈曲部に巡るややシャープな凸’貯や内凶iの箆ケズリ等の鵡怒手法は布WI式古相の特徴を有し、

出雲地方の所言＼lJ小谷式の新柏につづいて位置ずけられるもので、消極的ながら 4世紀代Iヤごろ

の年代鋭が与えられよう。となれば、本噴は 4世紀後半代とされる若八幡宮古墳に先行するも

ので、今宿平野最古JUJの前方後円墳となり、山ノtl;¥1号墳→若八幡宮古与't→釧，111奇古境→)LplQ山

古墳という首長慕の変遷図式が拙かれよう。このことは今宿平野の初期古漬が、定形的前方後

円墳の採用に先行して不定形の前方後円境が導入されたことを意味し 形成期古JJ'tのii:り方の

－；様相を示す証左となりうるもので、今後の更なる検討と深化が求められる課題である。
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鏡片の保存処理と付着した赤色顔料について

福岡市埋蔵文化財センタ一本田光子

鏡片の保存処理

鋭は小片が5ケで、表面は全体的に土が付議し、それに混じって赤色物が認められた。新し

い割れ口を持つ破片・がありその断面を見ると、芯に光沢のある金属質が簿〈残 I）、蒸色、赤紫

色、自紫色の)II震で錆の層が形成されていた。表面は粉状で文様は溶けたような状態であった。

赤色物を針先に着く程度採りプレパラートを作成した後、ベンゾトリアゾール（以下BTA)

2～ 3%エタノール溶液に一昼夜浅漬し、自然乾燥した。 BT A浸漬含浸→！当然乾燥を二回繰

り返し、パラロイド B72 （含BTA) 3～ 5%を一畳夜波法含浸した。表聞の土をメスで取り

除いた後、パラロイド B72（含BTA) 7～ 10%を30mmHg以下で2時間j減圧含浸した。なお

表面状態が悪〈、文様等がはっきり理解できなかったので土と鈴の除去は最ノト限にとどめた。

赤色顔料の分析

赤色顔料の主成分元素の検出を目的として、赤色顔料が付精している部分とない部分を鋭片

のままで蛍光X線分析を行った。赤色顔料の主成分分析としては鉄、水銀、鉛が考えられる。

鋭片からは鉄、鉛が検出され水銀は検出されなかった。鉛はii号に対する強度上じから見て、鋭本

体に由米するものと判断できる。顕微鏡観察では、赤色顔学｜ーとしてはべンカラ粒子のみが認め

られた。このベンカ万にはパイフ。状の粒子が多量に含まれていた。以上の結果から、鋭片に付

した赤色物は管状粒子を含むベンガラである。

山ノ l•,\ 1号境の鋭にはベンカラが付着していた。本古墳て、赤色ftJi:¥'1・がと守の様に使われていた

か、今回の調資・分析からだけでは推定できない。一般に古墳出土の鋭に付務する赤色顔*'I-は

ベン力、ラより朱が多いと忠われている。 i立i核には朱を用い、鋭はそれに近接する場合が多いか

ら当然ではあるが、実際には遺骸にベンガラが使われていないから米だけが着いていたのでは

ないだろうか。前期j古墳では、鋭に朱が認められずベンカ、、ラだけであったからと詰って朱が佼

われていなかったとは考えがたい。朱は少量が使われていたが、今回の様な状況ではたまたま発

見されなかったと理解したい。むしろ、鏡に付着後存するほどの量のベンカ、、ラが遺骸にイ変われ

ていたと推定されることを事実として評価したい。前期古墳では赤色顔料として米（硫化水銀

HgS）のみを使う場合と、米（硫化水銀HgS）とベンカヴを使う場合があるが、ベンカ。ラだけと

いう例は今の所ないからである。そして北部九州地方では今までの数少ない資料から見るかぎ

り、前者より後者の方がオーソドックスであるといえなくもないのである。

※il!I定をお引き受け一Fεさいました宮内庁正倉院司I務戸斤成j中!IT正和氏に！惑謝致します。
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山ノ鼻 1号墳出土の鏡片の材費分析

昭和女子大学 江本義理

はじめに

青銅製遺物の埋蔵環鏡における劣化状態を調査する自的で、出土した小鏡片（約5×5mm) 

の提供を受け、修復前に小試料（鏡片）を合成樹脂に包理し極〈先端を切断し切断面において

鏡の残存部があればその箇所ではEMPA法での成分分析、サビの部分で腐食生成物のX線分析

を行うこととした。分析後は試料を削り出し、修復処置に供せられるよう工夫した。

包壊方法

小試料に『セメダインC』を何田も厚く塗装し、

試片の固まりを作る。これを包理局樹脂（ポリエ

ステル系）で埋め込み必要箇所を切断、研磨、分

析ーした。

分析法 地金部分EMPA 

結果

。：！.め込み試料断簡国〉

l扇町同一一ー__J
5附

〈小鏡片〉

［可
Cu多く Sn,Pbない部分

組め込み試料－[!;fr面は約 2mm径で、肉眼観察では三日月i犬に光る部分が見られる。走資型電子

顕微鏡鋭察では大部分に金属組織様の模様が見られる。 （組織かどうか不明）

EMPAによる元素分析の結果、 1）ング状に銅がありこの部分にはスズ、鉛は存在しない。

この層は幅100μ前後であり、この部分が残った金属部であろうか。

大部分の金属組織様に見える部分からはスズ、鉛が検出され、銅はわずかである。ここがサ

ビ閣であろうか（選択的にスズ 鉛の腐食物ができているのか）。

これらの層の開を繋ぐ形で・ti索の多い部分が認められる。厳しい腐食環境を示唆している。

この場合銅が洛出していてサビになっている。処によりCu-richのサビの塊があるのであろう

か。

考察

鏡の先端部で、腐食がiiiしく普通の腐食形態である。地金が中心、に残りそのまわりに腐食生成

物が生成されているケースとは考えられない。今回は遺物を分析用に貸与していただき極〈一

部分をEMP  A用に研ぎ出して分析し、その後認料を返却する形がとれるようにしたことで返

却した試料がうまく修復に利用できるかが成功の鍵を握ることになり、今後の材質調査方法に

このような方法が拓けることを希望するものである。
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